
FSC コンサルテーションプラットフォームにおける回答方法 

 

こちらのリンク（https://consultation-platform.fsc.org/en/consultations/take/c9b5db01083e52）より、

コンサルテーションプラットフォームにアクセスし、ログインすると、最初に下の画面が表示されます。 

※FSC コンサルテーションプラットフォームのアカウントがない方は、こちらのニュースに掲載してお

ります「FSC コンサルテーションプラットフォームのアカウント作成方法」を参考に作成してください。 

 

 

 

なお、本プラットフォームでは締切日までは何度でもコメントを修正することができます。 

一度コメントを提出した後は、提出済みを意味する SUBMITTED の文字が現れ、 

右下のボタンが PARTICIPATE（参加する）から EDIT ANSWERS（回答を編集する） 

に変わります。 

 

 

ここに今回のコンサルテーションのタイトルが表示されます 

←ここをクリックして回答を開始します。 

関連文書（英語のみ） 

https://consultation-platform.fsc.org/en/consultations/take/c9b5db01083e52
https://jp.fsc.org/jp-ja/newsfeed/20220801_2


 
 

現在までに入力したコメントを保存して、一度中断する 

（コンサルテーション期間内であれば、後から何度でも戻れます） 

  

ここをクリックして次に進みます。↓ 

FSC の他の利害関係者と連絡先を共有し、この件に

関して協力することに同意しますか？ 

上記のいずれかに「はい」とお答えになった方は、メール

アドレスをご記入ください： 

FSCからメールで連絡を受け取ることに同意しますか？ 

こちらのプルダウンメニューから直接関心のある 

セクションに移動することもできます。 



コンサルテーションの各ページの構造 

 

①左側に規格文書の一部が掲載されています。②スライドバーを使って、下まで確認することができま

す。③規格文書の日本語訳は、以下のページより「構想段階報告書（日本語版）」をダウンロードしてご

確認いただけます。右側の④YOUR FEEDBACK の欄で、提案内容に関する賛成度、およびコメントを

記入します。 

https://jp.fsc.org/jp-ja/newsfeed/webinar-for-COC-consultation 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１〜３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のセクションへ進む 前のセクションへ戻る 

回答の進捗度 

① 

② 

③ 

④ 

https://jp.fsc.org/jp-ja/newsfeed/webinar-for-COC-consultation


 

質問１〜３ 

 

 

 

 

 

 

1. 規格を統合するという提案にどの程度賛成ですか？ 

強く賛成 

 
賛成 

 反対 

 
強く反対 

 
2. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

３. CoC要求事項のデジタル化にどの程度賛成しますか？ 

回答の理由や改善案があればご記入ください。 

1.規準文書の構造  

中立 

 



質問 5〜12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.ご希望のオプションをお選びください 

ADVICE-40-004-17のコンセプトの継続 

 
5.9項の制限を復活させる 
その他(次の回答欄に理由をご記入ください

commerce際。) 

 
6. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

7. FSC CW と FSC リサイクルインプットの組み合わせに対して、 
FSC CWアウトプット表示を適用することにどの程度賛成しますか？ 

8. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

9. FSC CFMの表示寄与案（７０％）にどの程度賛成しますか？ 

11. FSC ミックス/リサイクルクレジットを FSC ミックス/リサイクル 

10. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

12. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

100%に置き換える変更案にどの程度賛成しますか？ 

2. FSC表示 



質問 13~14 

 

 

 

 

 

￥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

13. 具体的な合法性要求事項を、補完的な規格の中に留めることに 
ついてどの程度賛成しますか？ 3. 木材合法性についての要求事項  



質問 15〜22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 

 
いいえ 

 
16. 具体的な懸念事項を詳しく教えてください。 

15. 提案されている強制労働、児童労働、差別に関する変更例について、 
特に懸念する点はありますか？ 

はい 

 
いいえ 

 

17. 具体的な懸念事項を詳しく教えてください。 

18. OHASに対する一般的なコミットメントをセクション 1に残し、 
主な要求事項はセクション 7に残すという提案に賛成しますか？ 

1９. Q１8で「いいえ」の答えた方は、その理由をご記入ください。 

20. セクション 7(FSC中核的要求事項)に OHASが含まれること 
について、差し迫った懸念があればご記入ください。 

はい 

 
いいえ 

 

21. 定量的な情報（労働者数、性別、タイプなど）を把握することは、 
利害関係者にとって大きな課題になると思いますか？ 

22. Q21で「はい」と回答した場合、その理由を示すか、このデータを 

収集するための別の文書や方法を提案してください。 

4. 労働要求事項 



質問 23〜27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23. CoCシステム内の樹種情報について、ご希望の選択肢を 

全てのケースにおいて樹種情報が求められる 

 
法令で義務付けられている場合にのみ樹種情報が求められる 

その他(次の回答欄で詳細を説明して 

説明 
24. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

 お選びください。 

25. 10.4 c)項、第 11.3 c)項の適用範囲をカナダ/米国地域または 
または EEAに拡大することにどの程度賛成しますか？ 

26. 10.4 c)項、第 11.3 c)項の適用範囲をカナダ/米国地域または 

クレジット/パーセンテージ管理システムのための国境を超えたモデルは

は、 

 

または EEAに拡大するという案について、以下からご希望の選択肢を 

全てお選びください。 

FSC認証材が希少であるったり、普及が遅れている地域での FSC 

 
表示/商標の知名度を高める 

 クレジット/パーセンテージ管理システムのための国境を超えたモデルは

は、 

 

たとえ調達先がその全てを FSCジョブ・オーダーに処理できなくても 

 
より多くの原材料調達を容易にする。 

 

ならない。 

 

将来的に他の経済地域も参加できるよう、一定の基準を設けなければ 

 

この提案は、遠隔にあり、現在 FSC認証材が不足している地域に 

 おける認証の普及促進に貢献するものである。 

 

27. 10.4 c)項、第 11.3 c)項の適用範囲をカナダ/米国地域または 

他にご意見はありますか？ 

28. 貴社がユーロ圏で CoC認証を保有している場合、10.4 c)項、 

および 11.3 c)項の要求事項の貴社の現在の実施状況に最も近い回答 

 
を選択してください。（該当するものすべて） 

 現在の要求事項を完全に支持する 

 マルチサイト認証取得者は、ユーロ圏内の国境を超えて管理システム 

 
を設定し、システムを監視することができる。 

 
マルチサイト認証取得者は、ユーロ圏内の国境を超えて管理システム 

 
を設定しすることはできない。 

 この質問は私の仕事の範囲とは関係ない。 

 

5. 製品グループと管理システム 



質問 29 

 

 

 

質問 31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.ご希望のオプションをお選びください 

30. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

ADVICE-40-004-15を継続する 

 

その他(次の回答欄に理由をご記入ください）

commerce際。) 

 

ADVICE-40-004-15の閾値を定める 

 
FSCの含有率を指定する 

 

31. 外部委託に関する要求事項の方向性の変更にどの程度賛成 

しますか？ 

32. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

6. 複合材料 

7. 外部委託 



質問 33〜35（この時点で終了までの到達率 50％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 「小規模企業」―動議 28 
33. 「小規模企業」に対する新たな規定を導入することにどの程度 

34. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

賛成しますか？ 

36. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

35. 「小規模企業」の基準はどうあるべきだと思いますか？ 

正社員数の上限のみ 

 
年間総売上高の上限のみ 

 
従業員数と年間総売上高両方についての上限 

 
その他 

 



質問 37〜39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※質問 37 のシナリオは以下のとおり。（詳細は「構想段階報告書日本語参考訳」参照） 

Scenario A: Removing the thresholds and leaving it to organizations to decide to join groups or have 

a single CoC certification. 

シナリオA：閾値を撤廃し、グループに参加するか、単独のCoC認証を取得するかは組織の判断に任 

せる。 

Scenario B: Using the established classifications of AAF in FSC-POL-20-005. In this option, 

organizations falling under Class 2, would be eligible for group certification. 

シナリオ B：FSC-POL-20-005の既存のAAF分類を使⽤する。この選択肢では、クラス2に該当する 

組織がグループ認証の対象となる。 

 

 

 

 

 

 

9. グループおよびマルチサイト認証 
37. CoCグループ認証の改定には、どちらの選択肢がより適当だと 

シナリオ A 

 
シナリオ B 

 
その他（次の回答欄で説明してください） 

38. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

考えますか？ 

39. 参加サイト数の上限を５００にすべきか、もっと高い、あるいは 

もっと低い閾値の方が適当か、ご意見をお聞かせください。 



質問 40〜47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40. 提案されている変更は、原材料受入検査・監査プロセスを合理化 

非常に効果的 

 
効果的 

 
中立 

 
効果的ではない 

 

41. これらの変更案を実施するにあたり、具体的にどのような 

する上で、どの程度効果的であると考えますか？ 10. 回収原材料と循環性 

まったく効果的ではない 

 

課題や機会があると思いますか？ 

42. FSCが循環概念に回収モデルを組み込むことにどの程度賛成ですか？ 

43. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

44. FSCがリースモデルを循環概念に組み込むことにどの程度賛成 

45. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

ですか？ 

46. 「再利用表示」が FSCの利害関係者の利益になることについて、 

 

47. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

どの程度賛成ですか？ 



質問 48〜54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48. FSCの規格において、未使用回収木材を回収原材料として含める 

 

49. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

ことにどの程度賛成ですか？ 

50. 未使用回収木材を回収材として見なすことに何かリスクはあると 

おもいますか？ 
思いますか？ 

51. 認証プロセスにおいて未使用回収木材のトレーサビリティと完全性 

を担保するために、FSCはどのような対策を実施すべきですか？ 

52. ポストコンシューマー回収原材料として都市部の木材を含めること

に 

 

53. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

についてどの程度賛成しますか？ 

54. 都市部の廃棄樹木を「ポストコンシューマー回収原材料」として 

許可することに関して、法令上および FSCの完全性の上で何か 

リスクがあると思いますか？ 



質問 55〜61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55. 検証済みの調達表示は、FSC認証生産物の市場拡大に貢献する 
11. FSCの取り組み 

56. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

という考え方にどの程度賛成ですか？ 

57. CoCについての FSCの IT取り組み案についてどの程度 

58. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

賛成しますか？ 

60. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

61. FSC トレースの使用による特定の要求事項の「自然適合（適用除外）」 

59. CoCの観点から優先すべき ITの取り組み事項を選択してください。 

FSCデータベースの変更（視認性向上等） 
FSC トレース要求事項 

CoC デジタル監査報告

書 
モジュラーアプローチ 

その他（次の回答欄にご記入ください） 

について、懸念事項や追加提案等があれば、その概念および具体例と 

共にご共有ください。 



質問 62〜70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62. 遠隔およびハイブリッド評価を含む一般的なリスクベースアプローチ 
13. FSC-STD-20-011 認定要求事項 

63. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

にどの程度賛成ですか？ 

64. 年次監査を免除する（１サイクルにつき最大 1回まで）という提案に 

65. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

どの程度賛成ですか？ 

6６.提案された新しいサンプリング方法にどの程度賛成ですか？ 

67. 回答の理由や改善案があればご記入ください。 

68. グループメンバーやマルチサイトのサンプル数を計算する 

ために、他にどのような因子が考えられますか？ 

69. 評価規格内の各中核的労働要求事項に証拠要件を追加することは 

有益だと思いますか？ 

はい 
いいえ 

70. FSC-STD-20-011のセクション11はどのように改善 

できると思いますか？詳細をご記入ください。 



質問 71〜72 

 

 

質問 73〜75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71. この手順（FSC-STD-20-001 V1-1）を FSC-STD-20-011に 

 

14. FSC-STD-20-001 V１−１：FSCの価値観および 

いいえ 
はい 

OHASへのコミットメントに関する手順 
組み込むことを推奨する提案について、何か問題が起きると思いますか？ 

72.問題があると思われる場合は、その懸念を詳しく記載してください。 

 

73. 意図する主な成果について、どの程度賛成しますか？ 

 

14. 付属書 1- CoC規格改定の主な意図する成果 

74. 回答の根拠や改善案があればご記入ください。 

75. 主な意図する成果を達成するための指標として、他に 
どのようなものが考えられますか？ 



質問 76（最後の質問です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76. 構想段階報告書に関して、追加のコメントがございましたら 

ご記入ください。 
本コンサルテーションへのご参加、誠にありがとうございました。 

このボタンをクリックし、提出完了です。 


